
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

う
お
ぬ
ま
２
０
１
９

問
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

　
う
お
ぬ
ま
（
島
田
）

　
☎
０
９
０ 

ー 

８
２
５
３ 

ー 

１
９
５
４

　
　

 izaya6111@yahoo.co.jp

　
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
を
病
院
で
過
ご
す
子
ど

も
た
ち
な
ど
に
、
本
を
贈
る
市
民

の
活
動
で
す
。
贈
り
先
は
、
魚
沼

基
幹
病
院
小
児
科
病
棟
に
入
院
中

の
子
ど
も
た
ち
と
、
総
合
支
援
学

校
で
す
。
あ
な
た
も
本
を
贈
っ
て

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
な
り
ま
せ
ん

か
？

人
権
擁
護
委
員

感
謝
状
の
贈
呈
と
委
嘱

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

　
☎
７
７
２ 

ー 

２
１
６
４

　
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
た
島
村

弘
さ
ん
〔
富
町
〕
が
、
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

島
村
さ
ん
は
、
平
成
25
年
か
ら
６

年
間
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
な
ど

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度 

中
学
生
海

外
派
遣
事
業
報
告
会
開
催

問
学
校
教
育
課

　
☎
７
７
３ 

ー 

６
７
０
０

　

市
で
は
、「
国
際
交
流
及
び
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
基
金
」
を
活
用

し
、
平
成
20
年
度
か
ら
中
学
生
の

海
外
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
に

市
内
の
中
学
３
年
生
20
人
を
派
遣

し
、
12
回
目
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
市
の
代
表
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に

派
遣
さ
れ
８
日
間
を
過
ご
し
て
き

た
中
学
生
が
、
現
地
で
の
体
験
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
感
想
を
発
表
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
12
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

会
図
書
館 

多
目
的
室

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

魚
沼
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
主
催

「
魚
沼
地
域
救
急
技
術
発

表
会
」

問
南
魚
沼
市
消
防
本
部 

警
防
課

　
救
急
係

　
☎
７
８
２ 

ー 

５
３
３
１

　
南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
、
十
日
町

地
域
消
防
に
よ
る
市
民
公
開
講
座

期
12
月
１
日
㈰
～
15
日
㈰

サ
ン
タ
に
な
る
方
法

①
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
表
示

　
が
あ
る
市
内
の
協
力
書
店
で
、

　
贈
り
先
と
な
る
子
ど
も
の
性
別・

　
年
齢
な
ど
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド

　
を
選
ぶ

②
絵
本
を
購
入
す
る

③
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
匿
名
で

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
か
く

　
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
本
は
き

れ
い
に
包
装
し
、
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
と

総
合
支
援
学
校
に
お
届
け
し
ま
す
。

絵
本
の
購
入
者
に
は
、「
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
認
定
証
」
を
お
渡
し
し

ま
す
。

※
協
力
書
店
が
わ
か
ら
な
い
場
合

　
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

を
行
い
ま
す
。

　
24
時
間
安
心
を
守
っ
て
い
る
救

急
隊
が
、
想
定
さ
れ
た
け
が
人
や

病
人
の
容
体
か
ら
、
必
要
な
処
置

を
判
断
し
実
施
し
ま
す
。
一
刻
を

争
う
現
場
で
の
活
動
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
11
月
30
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
十
日
町
地
域
消
防
本
部
３
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル
〔
十
日
町
市
四

　
日
町
〕

定
50
人

費
無
料

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

　
10
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
（
任
期
３
年
）
に
、

小
島
敏
行
さ
ん
〔
天
王
町
〕
が
委

嘱
さ
れ
、廣
田
芳
克
さ
ん
〔
門
前
〕

が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

島村弘さん小島敏行さん廣田芳克さん

　
柴
田
恵
美
子
様
か
ら
、
市

立
総
合
支
援
学
校
に
エ
レ
ク

ト
ー
ン
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
教
育
振
興
の
た
め
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
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南
魚
沼
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た

問
総
務
課 
防
災
庶
務
班

　
☎
７
７
３ 
ー 

６
６
６
０

　
防
災
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
発
信

す
る
た
め
に
、
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名　
南
魚
沼
市

Ｉ
Ｄ　

@
m

-uonum
a

発
信
す
る
内
容

・
災
害
や
国
民
の
保
護
に
関
す
る
情
報

・
地
震
や
気
象
に
関
す
る
情
報

・
避
難
に
関
す
る
情
報

・
防
災
啓
発
に
関
す
る
情
報

・
そ
の
他
、
責
任
者
が
必
要
と
認
め
る
情

　
報

友
達
に
追
加
す
る
方
法

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

②
表
示
さ
れ
た
画
面
で
追
加
を
押
す

③
友
達
の
追
加
が
完
了

運
用
に
つ
い
て

　
原
則
と
し
て
発
信
の
み
を
行
い
、
返
信

や
対
応
は
行
い
ま
せ
ん
。
担
当
課
へ
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

他
運
用
方
針
は
、 

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（「
防

　
災
情
報
発
信
」
で
検
索
）
で
ご
確
認
く

上
級
救
命
講
習

問
・
申
南
魚
沼
市
消
防
本
部 

警
防
課

　
救
急
係

　
☎
７
８
２ 

ー 

５
３
３
１

　
普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加
え
、
止
血

法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外
傷
手
当
の
要
領

や
搬
送
法
な
ど
の
講
義
と
実
技
を
行
い
ま

す
。
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

初
め
て
の
人
も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
12
月
７
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
８
時
間
講
習
、
昼
休
憩
あ
り
）

会
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
30
人

費
無
料

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
実

　
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

「
メ
イ
ド 

イ
ン 

南
魚
沼
企
業
を

知
る
２
」
を
開
催

問
商
工
観
光
課

　
☎
７
７
３ 

ー 

６
６
６
５

　
塩
沢
織
物
の
伝
統
と
技
を
つ
な
い
で
き

た
企
業
や
作
業
工
程
を
紹
介
し
ま
す
。

　

織
物
の
原
料
や
生
地
に
触
れ
る
コ
ー

ナ
ー
や
、
塩
沢
商
工
高
等
学
校
の
生
徒
が

作
製
し
た
鯉
の
ぼ
り
を
展
示
し
ま
す
。
受

け
継
が
れ
て
き
た
織
物
に
つ
い
て
、
改
め

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
11
月
22
日
㈮
～
12
月
18
日
㈬
（
休
館
日

　
を
除
く
）

会
図
書
館

新
潟
県
建
設
工
事
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
受
付

問
・
申
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
地
域
整
備
部 

庶
務
課 

庶
務
係

　
☎
７
７
２ 

ー 

３
９
４
９

　

令
和
２・
３
年
度
に
、
新
潟
県
が
行
う

建
設
工
事
の
入
札
と
随
意
契
約
の
見
積
に

参
加
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

〆
12
月
27
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

普
通
救
命
講
習

問
・
申
南
魚
沼
市
消
防
署 

大
和
分
署

　
警
防
係

　
☎
７
７
９ 

ー 

４
６
０
０

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
応
急
手
当

を
学
び
ま
せ
ん
か
？
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
扱
い

な
ど
、
実
技
を
中
心
に
し
た
講
習
で
す
。

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
初

め
て
の
人
も
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

講
演
会

問
・
申
学
校
教
育
課 

学
習
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３ 

ー 

６
７
０
２

　
秋
田
県
大お
お
だ
て館
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

実
体
験
を
通
し
て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

や
郷
土
愛
を
育
む
教
育
、
お
お
だ
て
型
学

力
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
市
に
お
い
て
も
、

参
考
に
な
る
取
り
組
み
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
11
月
22
日
㈮　
午
後
２
時
～
４
時

会
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

費
入
場
無
料

い
。

日
12
月
８
日
㈰　
午
前
９
時
～
正
午

会
南
魚
沼
市
消
防
署 

大
和
分
署

定
50
人

費
無
料

※
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

　
い

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

演
題　
学
び
の
手
ご
た
え
と
自
立
の
気
概

　
を
未
来
に
つ
な
ぐ
大
館
「
ふ
る
さ
と
キ

　
ャ
リ
ア
教
育
」

講
山や
ま
も
と本
多た

づ

こ
鶴
子
さ
ん
（
秋
田
県
大
館
市
教

　
育
委
員
会
・
教
育
監
）

　
だ
さ
い
。
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労
働
保
険
に

必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う

問
新
潟
労
働
局
総
務
部 

労
働
保
険
徴
収
課

　
☎
０
２
５ 
ー 
２
８
８ 

ー 

３
５
０
２

申
小
出
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
２
５ 

ー 

７
９
２ 
ー 

０
２
４
１

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

　
☎
７
７
２ 

ー 

３
１
５
７

　
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
含
む
）
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
・
雇
用
保
険

の
各
種
給
付
金
の
ほ
か
、
雇
用
の
安
定
の

た
め
に
事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金
な

ど
の
各
種
支
援
制
度
も
あ
り
、
労
働
者
は

も
と
よ
り
事
業
主
の
た
め
に
も
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
制
度
で
す
。

　
労
働
保
険
の
加
入
は
、
小
出
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
を

問
環
境
交
通
課

　
☎
７
７
３ 

ー 

６
６
６
６

　
冬
は
、
暖
房
器
具
な
ど
の
使
用
に
よ
り

灯
油
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
、
灯
油
の

流
出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
そ
の
多
く
は

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
小
分
け
中
に
、
そ

の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
で

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

問
・
申
塩
沢
公
民
館

　
☎
７
８
２ 

ー 

０
１
０
０

メ
ニ
ュ
ー　
鶏
も
も
肉
の
ロ
ー
ス
ト
チ
キ

　
ン
風
、も
ち
も
ち
グ
ラ
タ
ン
、お
ま
め
サ

　
ラ
ダ
、チ
ョ
コ
の
テ
リ
ー
ヌ

日
12
月
10
日
㈫

　
午
前
の
部
：
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

　
の
部
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
塩
沢
公
民
館
２
階 

調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
者
・
在
勤
者

定
各
20
人
（
先
着
順
）

費
９
０
０
円
（
当
日
集
金
）

受
付
期
間　
11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
台
ふ

　
き
、
持
ち
帰
り
容
器
、
筆
記
用
具

講
宮
田
悠は
る
かさ

ん

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

　
☎
７
７
２ 

ー 

２
１
６
４

　
11
月
18
日
㈪
～
24
日
㈰
は
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
で
す
。
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

が
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。

相
談
内
容

　
差
別
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
夫
婦
間
の

　
問
題
な
ど
広
く
女
性
の
人
権
に
関
す
る

　
こ
と

電
話
番
号
（
相
談
専
用
）

　
☎
０
５
７
０ 

ー 

０
７
０ 

ー 

８
１
０

相
談
時
間

・
11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
11
月
23
日
（
土
・
祝
）、
24
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

新
潟
県
看
護
協
会
う
お
ぬ
ま
支

部
講
演
会
「
肩
こ
り
と
腰
痛
の

セ
ル
フ
ケ
ア
」

問
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院 

病
棟
（
桑
原
）

　
☎
７
７
７ 
ー 
２
１
１
１

日
11
月
30
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
健
友
館
２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

対
肩
こ
り
、
腰
痛
で
お
悩
み
の
人

す
。

　
流
出
し
た
油
の
回
収
や
処
理
な
ど
は
原

因
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。灯
油
の
流
出

に
は
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ホームタンク関係 15件

重機・自動車事故 ４件

原因不明 ５件

合計 24件

平成30年度冬期間(11月
～3月)の油漏れ発生件数

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

費
無
料

内
講
義
と
セ
ル
フ
ケ
ア
の
実
技

講
吉
田
順
子
（「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
ヨ
ガ
ス

　
タ
ジ
オ
Ｂ
ｅ
」 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
飲
み
物
、
タ
オ
ル

他
魚
沼
基
幹
病
院
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・
給
油
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
。

　
目
を
離
さ
な
い
。

・
給
油
後
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ

　
を
確
実
に
閉
め
る
。

・
配
管
に
破
損
や
腐
食
が
な
い
か
定
期
的

　
に
点
検
す
る
。

万
が
一
に
備
え
た
対
策

　
防
油
堤
（
灯
油
が
あ
ふ
れ
出
た
と
き
の

　
受
け
皿
）
や
自
動
停
止
す
る
給
油
補
助

　
器
具
を
設
置
す
る
。

灯
油
が
流
出
し
た
ら

・
布
き
れ
や
新
聞
紙
で
灯
油
が
水
路
に
流

　
れ
出
な
い
よ
う
応
急
処
置
し
て
く
だ
さ

　
い
。
水
で
洗
い
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
処
置
が
終
わ
っ
た
ら
、
速
や
か
に
消
防

　
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部

　
☎
７
８
２ 

ー 

９
１
１
９

消
防
大
和
分
署

　
☎
７
７
９ 

ー 

４
６
０
０

3 市報 みなみ魚沼　令和元年11月15日発行



沖
縄
戦
戦
没
者
の
名
前
を
刻
銘

し
て
い
ま
す

問
新
潟
県 
福
祉
保
健
部 

福
祉
保
健
課

　
援
護
恩
給
室

　
☎
０
２
５ 
ー 
２
８
０ 

ー 

５
１
８
０

　
沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
記
念
公
園
内
に
、

沖
縄
戦
で
の
戦
没
者
す
べ
て
の
名
前
を
刻

ん
だ
記
念
碑「
平
和
の
礎い

し
じ」が

あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
刻
銘
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
追
加

刻
銘
が
で
き
ま
す
。

対
昭
和
19
年
３
月
22
日
～
昭
和
21
年
９
月

　
７
日
に
沖
縄
県
区
域
と
南
西
諸
島
周
辺

　
に
お
い
て
、
沖
縄
戦
が
原
因
で
亡
く
な

　
っ
た
人

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定
申
告

が
で
き
ま
す

問
小
千
谷
税
務
署

　
☎
０
２
５
８ 

ー 

８
３ 

ー 

２
０
９
０

　
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
手
続
が
平
成
31
年

１
月
か
ら
簡
便
化
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
方
式
ま
た
は
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
で
、
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

　
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
で
申
告
で
き
ま
す
。
ｅ

　

-
Ｔ
ａ
ｘ
の
Ｉ
Ｄ（
利
用
者
識
別
番
号
）

　
や
パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
は
不
要

　
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
方
法
は

　
市
民
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
無
く
て
も
、

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で

　
申
告
で
き
ま
す
。
事
前
に
手
続
き
が
必

　
要
で
す
。

手
続　
税
務
署
で
本
人
確
認
後
に
Ｉ
Ｄ
と

　
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行

手
続
に
必
要
な
書
類

・
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

・
Ｉ
Ｄ
（
す
で
に
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
て
い
る

　
人
の
み
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
告

　
２
つ
の
方
式
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
だ

　
け
で
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
タ
ブ
レ
ッ

　
ト
含
む
）
か
ら
の
申
告
が
可
能
で
す
。

　
令
和
２
年
１
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
で
申
告
で
き
る
内
容
の
範
囲
が
広
が
り

　
ま
す
。

　
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
以
外
で
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
作
成
し
た
申
告
書
を
自
宅
の
プ

リ
ン
タ
や
コ
ン
ビ
ニ
で
印
刷
し
、
郵
送
で

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
申
告
の
利
用
対
象
と
な

る
人

・
給
与
所
得
、
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
、

　
一
時
所
得
を
申
告
す
る
人

・
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
な
ど
の
所

　
得
控
除
を
申
告
す
る
人

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

問
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

　
☎
７
７
３ 

ー 

６
６
１
０

　
子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）
を
広
げ

よ
う
！
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
め

て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連
れ

た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
大
歓
迎
で
す
。
お
住
い
の
地
域
以
外
の

会
場
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

六
日
町
地
域　
第
４
回「
そ
だ
ち
学
級
」

日
12
月
７
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
み
ん
な
で
踊
っ
て
楽
し
く
ラ
・
ラ
・
ラ
、

　
リ
ボ
ン
体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

対
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
な

　
ど

費
１
人
10
円
（
保
険
料
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

他
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

　
☎
７
７
２ 

ー 

２
１
６
４

・
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
な
ど
）、

　
親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
・
悩
み

　
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起

　
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国
人

　
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

12
月
８
日
㈰
開
催

会
市
民
会
館
２
階 

婦
人
会
館 

和
室

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
若
山
文
雄
〔
栄
町
〕

・
岡
村
光
枝
〔
五
日
町
〕

12
月
３
日
㈫
開
催

会
湯
沢
町
公
民
館
〔
湯
沢
町
大
字
湯
沢
〕

12
月
６
日
㈮
開
催

会
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
〔
魚
沼

　
市
小
出
島
〕

共
通
事
項

時
午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
３
時
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

申告書の作成
はこちらから
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簡
単
、
楽
し
く
ケ
ア
帽
子
作
り

け
あ
帽
子
c
a
f
e

　
　

　

i
n
池
田
記
念
美
術
館

問
・
申
け
あ
帽
子
く
ら
ぶ
モ
カ
（
穴
沢
）

　
☎
０
９
０ 

ー 

２
２
２
３ 

ー 

３
２
６
６

　
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
な
ど
で
、
髪

の
毛
を
失
っ
た
人
が
か
ぶ
る
帽
子
を
作
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
や
手
ぬ
ぐ
い
を
、
切
ら
ず
に
簡
単
に

作
れ
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
教
室
の
開
催

問
・
申
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー

　
☎
７
７
３ 

ー 
６
６
７
５

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
人
で
、
さ
ら
に
知
識
を
深
め
た
い
人

を
対
象
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
ケ
ア
の
一
つ
で
あ
る
「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
」
を
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
学

び
ま
す
。
今
回
は
入
門
編
で
す
。

　
認
知
症
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
未

受
講
の
人
で
も
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
れ
ば
参
加
が
可
能
で
す
。

日
12
月
５
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
本
庁
舎 

大
会
議
室

〆
12
月
３
日
㈫

※
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
交

付
の
た
め
の
時
間
外
窓
口
、
日

曜
窓
口
を
開
設
し
ま
す

問
市
民
課 

市
民
班

　
☎
７
７
３ 

ー 

６
６
６
１

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き
な

い
人
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
受
付
と
交
付
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
国
は
消
費
税
増
税
に
伴
い
、

令
和
２
年
度
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
（
ポ
イ
ン
ト
還

元
政
策
）
を
実
施
予
定
で
す
。

　

実
施
時
期
が
近
づ
く
と
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
の
窓
口
が
混
み

合
い
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
通
常
（
約
１

か
月
半
）
よ
り
も
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

時
間
外
窓
口

　
11
月
20
日
㈬
、
12
月
４
日
㈬

　
午
後
７
時
ま
で

日
曜
窓
口　
11
月
24
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は
行
い
ま

　
せ
ん

受
付
窓
口　
本
庁
舎 

総
合
窓
口

申
申
請
手
続
き
は
予
約
不
要
で
す
が
、
カ

　
ー
ド
の
交
付
は
事
前
に
電
話
、
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
が
必
要
に
な
り
ま

　
す
。

持・
通
知
カ
ー
ド（
紛
失
し
た
場
合
は
不
要
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

　
（
通
知
カ
ー
ド
下
の
縦
長
の
紙
）

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
１
点
（
運

　
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー

　
ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る
書
類
１

　
点
（
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
）

・
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
顔
写
真
（
横

　
3.5
㎝
×
縦
4.5
㎝
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人

魚
沼
吹
奏
楽
団

第
33
回
定
期
演
奏
会

問
魚
沼
吹
奏
楽
団
（
高
橋
）

　
☎
０
５
０ 

ー 

３
７
０
０ 

ー 

７
１
７
６

　
魚
沼
吹
奏
楽
団
の
演
奏
の
ほ
か
、
六
日
町

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
も
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
11
月
23
日
（
土
・
祝
）　
午
後
２
時
～

　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

会
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

費
前
売
券
７
０
０
円
、
当
日
券
１
，
０
０
０

　
円
（
全
席
自
由
、
小
学
生
以
下
無
料
）

指
揮　
高
橋
直
裕

演
奏
曲
目　
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
、
銀
河
鉄

　
道
９
９
９
、
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
ほ
か

　
の
み
）

・
印
鑑

※
顔
写
真
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
無
料

　
で
撮
影
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
交
付
申
請
書
が
な
い
人
は
、
窓
口
で

　
発
行
し
ま
す

他
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請
者

　
の
顔
写
真
と
申
請
者
が
記
入
し
た
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
必
要

　
で
す
。

※
15
歳
未
満
は
、
親
権
者
な
ど
の
法
定
代

　
理
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
作
製
し
た
ケ
ア
帽
子
は
、
病
院
や
必
要

と
し
て
い
る
人
に
贈
り
ま
す
。

　
材
料
、
道
具
、
飲
み
物
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
12
月
15
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
制
作
時
間
は
90
分
程
度
）

会
池
田
記
念
美
術
館 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　
ホ
ー
ル

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申

　
し
込
み
の
際
に
、
来
場
時
間
を
お
伝
え

　
く
だ
さ
い
）

定
20
人

費
５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

他
会
場
に
は
、
埼
玉
県
在
住
の
イ
ラ
ス
ト

　
レ
ー
タ
ー
わ
た
べ
さ
ち
え
さ
ん
が
描
い

　
た
作
品
の
展
示
や
、
ぬ
り
絵
の
コ
ー
ナ

　
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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優
秀
・
優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
受
付

問
・
申
公
益
財
団
法
人 

南
魚
沼
交
通
安

　
全
協
会

　
☎
７
７
３ 
ー 
６
５
２
４

　
南
魚
沼
交
通
安
全
協
会
で
は
、
令
和
元

年
度
の
優
秀
・
優
良
運
転
者
表
彰
の
申

請
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
区
分
は
、

10
・
20
・
30
・
40
・
50
年
表
彰
で
す
。

　
長
年
、
無
事
故
・
無
違
反
を
続
け
て
い

る
み
な
さ
ん
か
ら
の
申
請
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〆
12
月
13
日
㈮

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
～
秘
密
厳
守
～

問
・
申
子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３ 

ー 

６
６
１
６[

相
談
専
用]

　
一
歩
踏
み
出
し
て
、
あ
な
た
が
抱
え
る

悩
み
を
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
①
12
月
４
日
㈬　
午
前
10
時
～
11
時

　
②
12
月
19
日
㈭　
午
後
２
時
～
３
時

会
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
１
階 

相
談
室

対
市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
・

　
高
校
不
登
校
な
ど
に
悩
む
義
務
教
育
終

　
了
～
39
歳
の
若
者
と
家
族

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
①
11
月
29
日
㈮

放
送
大
学

令
和
２
年
４
月
生
募
集

問
・
申
放
送
大
学 

新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
５ 

ー 

２
２
８ 

ー 

２
６
５
１

　
放
送
大
学
で
は
令
和
２
年
度
（
４
月
入

学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

出
願
期
限

　
第
１
回　
令
和
２
年
２
月
29
日
㈯

　
第
２
回　
令
和
２
年
３
月
17
日
㈫

大
学
説
明
会　
12
月
22
日
㈰
、
令
和
２
年

　
１
月
12
日
㈰
、
２
月
８
日
㈯

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
②
12
月
16
日
㈪

※
相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来
所
相
談

　
に
、
随
時
応
じ
ま
す

シ
リ
ー
ズ　
市
民
の
声
㊲

問
秘
書
広
報
課

　
☎
７
７
３ 

ー 

６
６
５
８

軽
自
動
車
税
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

【
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
の
支
払
方
法
な
の
で
す
が
、

隣
の
湯
沢
町
と
長
岡
市
で
導
入
さ
れ
て
い

る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
（
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払
い
）
を
南
魚
沼
市

で
も
導
入
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
県
内
で
も
こ
の
２
つ
の
地
域
し
か
導
入

し
て
い
な
い
の
で
、
導
入
は
難
し
い
の
か

と
思
い
ま
す
が
、
軽
自
動
車
税
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
の
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
支
払
い
で
少
し
で
も
ポ
イ
ン
ト
が
溜
ま

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
令
和
元
年
５
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
税
金
の
納
付

に
つ
い
て
は
、
導
入
に
向
け
て
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
が
、
現
段
階
で
は
導
入
す
る

と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
は
、
シ
ス
テ

ム
の
導
入
費
用
と
経
常
経
費
が
大
き
く
、

費
用
対
効
果
か
ら
導
入
を
見
送
っ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
導

入
し
て
い
る
他
市
町
の
状
況
を
確
認
す
る

と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
必
要
な

手
数
料
は
納
税
者
負
担
と
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
た
め
に
追
加
の
ご
負
担
を
い
た
だ
く

こ
と
が
納
税
者
の
利
益
と
な
る
の
か
、
疑

問
が
あ
り
ま
す
。

　
南
魚
沼
市
で
は
、
平
成
21
年
５
月
か
ら

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
（
コ

ン
ビ
ニ
納
付
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
金
融
機
関
や
市
役
所
窓
口
に
お

こ
し
い
た
だ
か
な
く
て
も
、
期
限
内
で
あ

れ
ば
24
時
間
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
、
一
度
申

し
込
み
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
確
実
に
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
法

で
は
、
納
税
者
に
追
加
の
ご
負
担
を
い
た

だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
現
状
で
は
ご
要
望
に
は
お
応
え
で
き
ま

せ
ん
が
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
伺
い
な
が
ら

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
、
納
税
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
：
税
務
課
）
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南魚スポーツパラダイス
令和元年度　第３期（１月～３月）　教室参加者募集
受講料

【スポパラ会員】新規 …すべての教室が無料　再受講 …各 2,050 円
※ 新規 令和元年度に初めて当該教室を受講する人　再受講 令和元年度に当該教室の受講経験がある人

【一般】各 4,110 円
※「ボディメイキング教室（昼）、（夜）」と「初めての美ボディメイキング教室」をともに受講する場
　合は、２教室目は会員 2,050 円、一般 4,110 円
教室回数　全 10 回

スポーツ教室　体育寺子屋【冬期】初心者アルペンスキー教室
　初めてスキーを履く子どもたち、やっとスキーに乗れる子どもたち集まれ！初心者を対象としたアル
ペンスキー教室を行います。
日令和２年１月11日～２月８日の毎週土曜日(全５回)　9：30～11：30
会市内スキー場（詳しくは、参加申込書をご覧ください）　対アルペンスキー初心者の小学生
定各40人（先着）　 費スポパラ会員：1,540円、一般：4,110円
他別途リフト代が必要（市内スキー場共通リフト乗車証利用可）
受付け　12月７日㈯　9：00〜
・ 各教室とも定員に達し次第締め切ります
・ 教室の詳しい内容などは、ディスポート南魚沼にある募集要項をご覧ください。不明な点は、スポパラ
　事務局までお問い合わせください
・ 日程は、都合により変更になる場合があります
・ 保険料は、年会費と受講料に含まれます（申込み教室でのみ有効）

〒949-6611 南魚沼市坂戸 372
ディスポート南魚沼内
スポパラ　　　☎ 773-3210
ディスポート　☎ 773-6620公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

教室名 開催曜日・
開始時間

教室
初日 教室内容 受付

開始

リズム体操教室
火

13：00
１/７

軽快なリズムで体を動かし、心と体をリフレッシュ。
11/19㈫
9：00ボディメイキング

教室(夜) 19：00 ボールを使って体を整えます。関節や筋肉に痛みを
感じる人におすすめです。

初めての美ボディ
メイキング教室

木

 9：45

１/９

小さなボールを使い、ゆっくり時間をかけて、ゆが
んだ骨格を整えます。

11/21㈭
9：00らくらく青竹教室 13：00 青竹踏みを使った昔ながらの健康法を取り入れた簡

単な運動。

リラックスヨガ 14：30 やさしいヨガのポーズで身体の緊張をほぐし、心を
穏やかにしましょう。

ボディメイキング
教室(昼)

金

10：00

１/10

ボールを使って体を整えます。関節や筋肉に痛みを
感じる人におすすめです！

11/22㈮
9：00フラダンス教室 11：00 ハワイの伝統舞踊。アロハの精神で、ゆったり楽し

く踊ります。

パワーヨガ教室 19：00 筋トレ要素の強い、ヨガのポーズで体を鍛えます。
男性にも最適です。
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にこにこ広場は入園前のお友だちが対象です。各保育園のにこにこ広場にでかけてみませんか。にこにこ広場は入園前のお友だちが対象です。各保育園のにこにこ広場にでかけてみませんか。

12 月　にこにこ広場カレンダー12 月　にこにこ広場カレンダー

日 曜日 園名・電話番号 時間 内容 注意

３ 火 石打 ☎ 783-3624

9：45～10：45

踊りを踊ろう

保
険
料
一
人
10
円
が
必
要
。
問
合
せ
は
、
各
保
育
園
ま
で
。

４ 水 上長崎 ☎ 782-1184 クリスマスの飾りを作ろう

５ 木
舞子 ☎ 782-0436 みんなで踊ろう

上関 ☎ 783-2956 クリスマス製作をたのしもう

10 火

大崎 ☎ 779-2762 りす組とダンスを楽しもう

上原 ☎ 775-2114
クリスマス飾りを作ろう

四十日 ☎ 776-3551

12 木

赤石 ☎ 779-3008
歌って踊って遊ぼう！！

三用 ☎ 779-3051

八幡 ☎ 772-2715 クリスマスを楽しもう

宮 ☎ 774-2066 10：00～11：00 りす組さんと遊ぼう

18 水
あおば ☎ 775-2274

9：45～10：45
ひろ～いホールで遊びましょう！

（おわりの会）

牧之 ☎ 782-1746 クリスマスの飾りを作ろう

交
通
安
全
大
会
の
開
催

問
公
益
財
団
法
人 

南
魚
沼
交
通

　
安
全
協
会

　
☎
７
７
３ 

ー 
６
５
２
４

第
１
部　
交
通
安
全
大
会
式
典

第
２
部　
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
郷

　
土
芸
能
、新
潟
県
警
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー

　
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
ほ
か

日
11
月
17
日
㈰　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

会
湯
沢
町
公
民
館
〔
湯
沢
町
大
字
湯
沢
〕

主
催　
公
益
財
団
法
人 

南
魚
沼
交
通
安

　
全
協
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
・
申
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
２ 
ー 

７
７
５
４

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
と
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
欲

し
い
人
（
依
頼
会
員
）
に
子
育
て
の
手
助

け
を
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）
を
紹
介
し

て
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
年
齢

　
お
お
む
ね
生
後
６
か
月
～
12
歳

利
用
対
象
と
な
る
活
動

・
保
育
施
設
、学
校
や
学
童
保
育
施
設（
以

　
下
「
保
育
施
設
な
ど
」
と
い
う
。）
ま

　
で
の
送
迎

・
保
育
施
設
な
ど
の
開
始
前
、
終
了
後
や

　
保
育
施
設
な
ど
が
休
み
の
時
の
預
か
り

・
保
護
者
が
仕
事
、
病
気
、
冠
婚
葬
祭
や

　
買
い
物
な
ど
突
発
的
、
臨
時
的
な
用
事

　
の
時
の
預
か
り

利
用
方
法

　
事
前
に
会
員
登
録
と
予
約
が
必
要
で
す
。

※
依
頼
会
員
・
提
供
会
員
と
も
に
、
随
時

　
受
け
付
け
て
い
ま
す

費・
月
～
金
曜
日
の
午
前
７
時
～
午
後
７

　
時
：
６
０
０
円
／
時
間

・
月
～
金
曜
日
の
午
後
７
時
～
10
時
と

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
７
時
～

　
午
後
10
時
：
８
０
０
円
／
時
間

※
兄
弟
姉
妹
で
の
利
用
は
、
２
人
目
か
ら

　
半
額
で
す
。
交
通
費
・
食
事
・
お
や
つ

　
代
は
別
途
必
要

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
場
所

　
提
供
会
員
が
子
ど
も
を
預
か
る
場
所
は
、

　
原
則
提
供
会
員
の
自
宅
で
す

他
子
育
て
の
駅「
ほ
の
ぼ
の
」で
は
、フ
ァ

　
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
連

　
携
し
て
、
１
時
間
以
内
の
「
ち
ょ
っ
ぴ

　
り
託
児
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物

　
な
ど
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
に
は
、
事
前
に
依
頼
会
員
の
登
録

　
と
３
日
前
ま
で
の
予
約
が
必
要
で
す
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公設民営・私立保育園
詳しくは各施設に
お問い合わせくださいあそびのひろばあそびのひろば

保
育
園

園名・電話番号 内容 日程（祝日は除く） 時間

浦佐認定
こども園

☎777-5560

自由来館 木・日曜日以外 10：00～16：00
身体測定・カレンダー作り 毎月２回 10：00～11：15
誕生日会、発育講座、英語で遊ぼう、
わらべうたで遊ぼう、絵本を楽しもう、
体を動かして遊ぼう、作って遊ぼう、
ベビーマッサージ、給食試食会、歯の
お話、クッキング、親子運動教室、コ
ンサートなど 

日程、内容、申込みについて
は、毎月発行している子育て
支援だより「ひだまり」をご
覧ください。

上　　町
☎773-6187

英語で遊ぼう（要予約） 毎月第２木曜日
10：00～11：00

めごちゃん（要予約） 毎月第４木曜日

めぐみ野
☎773-5257

にこにこデー 火・木曜日
10：00～11：00

おたのしみ会 毎月第２木曜日
お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日 15：30～16：00

野の百合
☎772-2627

支援センター開放 月～土曜日

10：00～15：00

土曜日のみ
10：00～11：30

身体測定 月曜日
親子で手づくり 火曜日
こども園で遊ぼう 水・木曜日
誕生会・リフレッシュデー
ハーブ＆カフェ・子育てのお話 毎月開催

ちくちくあみあみ（縫い物と編み物）
金曜日

10：00～11：30
マタニティサロン 13：00～15：00

わかば
☎778-2038

わくわくコーナー（園開放） 月・火曜日 10：00～15：00
親子保育体験日 月２回 10：00～12：00
きらめき工作 月１回水曜日 10：00～12：00

金　　城
☎782-5163

にこにこクラブ 毎週水曜日 13：30～14：30

自由来館（ランチルームあります）
水曜日以外 10：00～18：00

水曜日 13：00～18：00
あそびの広場、リフレッシュ講座、あ
かちゃんランド、プレママ・プレパパ、
アロマ講座、ハッピー子育て講座、モ
グモグ広場、手作り広場、すこやかキッ
チン、親子保育園体験、プレキンダー
スクール

日程、内容、申込みについて
は、毎月発行している「塩沢
金城わかば児童館だより」を
ご覧ください。

ママ'sカフェ
（ママ同士でティータイムしましょう） 12月16日㈪ 10：30～11：30

クリスマス会 12月22日㈰ 10：00～11：30
南魚沼

どろんこ
☎788-0592

※詳しくは、お
　問い合わせく
　ださい

自然食堂（要申込み） 水曜日 10：00～12：00
芸術学校・寺親屋・自然学校（内容は
週により変わります） 金曜日 10：00～12：00

青空保育（道の駅南魚沼「雪あかり」） 毎月１回木曜日 10：30～12：00
身体測定・誕生会 毎月１回

※むいかまちこども園（☎772-4577）は、直接園にお問い合わせください

11 市報 みなみ魚沼　令和元年11月15日発行



12市報 みなみ魚沼　令和元年11月15日発行

池田記念美術館
開館9：00〜17：00（入館16：30まで）

11月の休館【毎週水曜日】
☎780-4080 F 777-3815 URL http://www.ikedaart.jp/

入館料：大人500円・高校生以下無料
第３回 八色の森の美術展＋

八色の森の子ども絵画展2019 

昔ばなしを語るつどい Part Ⅳ 

トミオカホワイト美術館
開館9：00〜17：00（入館16：30まで）

11月の休館日【毎週水曜日、21日㈭、22日㈮】
☎775-3646 F 775-3650 URLhttp://6bun.jp/white/

入館料：一般500円・小中高250円（市内小中学生は無料）
市民無料の日：18 日㈪、28 日㈭ 

富岡惣一郎没後25周年「私は鳥になった」

チョークアート体験 参加者募集中

　魚沼地域に伝わる昔語りを通して、やさしい心や
生きる力を伝えることの大切さを見直す機会にして
みませんか。 
日12月7日㈯　14：00～15：00 
費500円(入館料。高校生以下無料)
語り部　「魚沼昔ばなしの会」のみなさん 

鈴木牧之記念館 開館9：00〜16：30
11月は毎日開館します

☎・ F 782-9860　URLhttp://www.6bun.jp/bokushi/
観覧料：大人500円・小中高250円（市内小中学生は無料）

鈴木牧之記念館開館30周年記念 特別展 
｢雪の恩返し-越後上布･米･鈴木牧之と北越雪譜-」 
　『北越雪譜』には、助けられた鶴が稲穂をくわえ
て恩返しをする話があります。この話をもとにした、
越後上布・米・鈴木牧之の特別展。終了間近です。
ぜひ、おこしください。
期12月２日㈪まで
※会期中、市民は観覧無料

今泉記念館アートステーション
開館9：00〜17：00（入館16：30まで）

11月は毎日開館します
☎783-4500　 F 783-3388

入館料：一般500円・小中高250円

　　　　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
　　　　期11月15日㈮～令和２年２月24日（月・振休）
今泉記念館 雪月花展
　美しい自然の風景を、雪・月・花のテーマに分け
て展示します。加山又造、伊東深水らが描く、自然
の美しさを、ぜひご覧ください。
南国の摩訶不思議な世界
　今では、パプアニューギニアからの持ち出しが禁
止されている、貴重な民族美術のコレクションを多
数展示。

常設展
企画展

　オイルパステルを使っ
て、ゆきだるまのメッセー
ジボード（A4サイズ）を
作ります。ぜひ、ご参加
ください。
日12月1日㈰
　14：00～16：00
対中学生以上　定10人　費2,500円（材料費含む）

　 ヘ リ や セ ス ナ を 使 い、
空から取材をする「バー
ズアイ」によって描かれ
た作品を中心に、初期か
ら晩年までの作品を展示。
期11月23日（土・祝）～
　令和２年３月16日㈪
同時開催　トミオカ南魚県展 2019
　第74回新潟県美術展覧会(県展)で入賞した市内・
湯沢町在住者の作品を展示。
期11月23日（土・祝）～12月24日㈫

　現代美術作家と市内の小学校、市立総合支援学校、
ＭＳＧアートクラブの作品を共同展示。
期11月30日㈯まで
関連イベント 出品作家による車座シンポジウム

「絵から始まる。子どもは芸術家？」
日11月30日㈯　13：00～15：00　費無料

南魚沼市民会館 受付8：30〜17：15
11月の休館【毎週月曜日】

☎773-5500　 F 772-8161
URLhttp://www.6bun.jp/kaikan/

第45回 新潟県リコーダーコンテスト
　45回目の開催となる新潟県リコーダーコンテスト。
県内の小・中学校、高等学校、一般の人たちが演奏
します。リコーダーの音色に親しみ、演奏の多様性
を感じられます。ぜひ、ご来場ください。
日11月30日㈯　9：40～（開場9：00）
会市民会館 大ホール
費全席自由　300円（プログラム代）
問新潟県リコーダー教育研究会（十日町市立上野小
　学校：根津　☎025-768-2079）

北の海・流氷・網
あばしり

走A



12月 乳幼児健診などの日程

事業 対象
北部（大和地域、大巻・城内・五十
沢地区）健友館（大和病院となり）

南部（六日町地区、塩沢地域） 
塩沢保健センター

日にち 受付時間 日にち 受付時間
４か月児健診 令和元年８月生 12月20日㈮ 13：00～13：10 12月26日㈭ 13：20～13：30 

10か月児健診 平成31年２月生 生後10か月になったら、受診票を使って医療機関で受けましょ
う。ＢＣＧ接種期限まであと２か月です。 

１歳児歯科健診
フッ化物塗布 平成30年11月生 １月に実施 

※北部は、奇数月のみ開催 12月17日㈫ 13：00～13：10

１歳半児健診・歯科
健診・フッ化物塗布 平成30年５月生 12月13日㈮ 13：00～13：10 12月６日㈮ 13：00～13：10 

２歳児歯科健診
フッ化物塗布 平成29年11月生 １月に実施 

※北部は、奇数月のみ開催 12月11日㈬ 13：00～13：10

２歳半児歯科健診
フッ化物塗布 平成29年５月生 12月19日㈭ 9：00～9：10 12月４日㈬ 13：00～13：10 

３歳児健診･歯科健
診・フッ化物塗布 平成28年11月生 12月12日㈭ 13：00～13：10 12月５日㈭ 13：00～13：10

講座・教室名 対象 日にち 受付時間 会場 申込み
育児力アップ講座 

（育児学級）
令和元年６
月・７月生 12月16日㈪ 9：45～10：00 子育て支援センター 

子育ての駅「ほのぼの」  

不要 
※偶数月に開催 

もぐもぐ教室 
（離乳食教室）

令和元年５
月生 12月24日㈫ 9：30～9：45 事前に 

保健課に申込み 

　実施日の２日前・前日・当日のいずれかに発熱・発疹・下痢・おう吐・目の充血などの症状がある人
は、健診や教室の参加を自粛してください。持ち物は、乳幼児健診カレンダーをご覧ください。

問保健課　☎ 773-6811

にこにこ子育て 冬に増える感染症にご注意ください

インフルエンザ
　感染力が強く、38℃以上の急激な発熱、頭痛、
喉の痛み、せき、鼻水、筋肉や関節の痛みといっ
た症状が出ます。風邪と比べて症状が重く、高
熱が続きます。湯冷ましなどで少量ずつこまめ
に水分を補給して、脱水症状を防ぎましょう。
生後６か月以上の乳幼児は、予防接種を受ける
ことで重症化を予防できます。

ＲＳウイルス感染症
　乳幼児に代表的な呼吸器感染症です。発熱、
鼻水、せきなどの症状で始まり、呼吸時にゼー
ゼーといった音が出ます。1 歳までに約半数、
２～３歳までにほぼすべての子どもが経験す
るといわれています。年齢が低いほど重症化し
やすく、気管支炎や肺炎などを発症することが
あります。
 
感染性胃腸炎 
　冬の胃腸炎の代表的な原因はノロウイルス
とロタウイルスです｡ 激しいおう吐､ 下痢の症
状が突然現れ､ 発熱することもあります｡ ロ

タウイルスに感染した場合は、便が白っぽくなりま
す｡ 激しい下痢が続くため、少量ずつこまめに水分
補給をして脱水症状を防ぎましょう。吐物の処理は、
0.1％程度に希釈した次亜塩素酸ナトリウム（塩素
系漂白剤）に浸したぞうきんで拭き取り、ビニール
袋に入れて捨てましょう。

予防と重症化を防ぐポイント
①流行情報に耳を傾けましょう。
②帰宅時、食事の前、トイレの後などに、手洗い・
　うがいをしましょう。
③流行時期は人混みへの外出は控え、外出時はマス
　クをすると効果的です。
④バランスのよい食事や十分な睡眠を心がけましょ
　う。 
⑤乾燥すると喉の粘膜の防衛機能が低下するため、
　こまめに水分を補給し、部屋の湿度を50 ～ 60％
　に保つと効果的です。
⑥予防接種を受けましょう。主治医と相談し、ロタ
　ウイルスは生後 6 週以後に接種しましょう。 
⑦発症したと感じたら、早急に医療機関を受診しま
　しょう。
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ー 救  ー 急  ー 医  ー 療 ー
問保健課　☎773-6811

南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）☎ 773-6677
大和図書室（大和公民館内２階）　　 　　☎ 777-4671
塩沢図書室（塩沢公民館内１階） 　　　　☎ 782-0100

　11月23日（土・祝）は「勤労感謝の日」です。図書
館では仕事に関する小説の特集を行っています。
　先日発表された、ノンフィクション本大賞を受
賞した作品を展示しています。過ごしやすいこの
時期に、読書を楽しんでみませんか。

新着図書の一部を紹介します
※下記以外の新着図書は館内か WebOPAC でご確認ください

よ
み
も
の

・百舌落とし 逢坂　　剛
・明智光秀 小説集 菊池　　寛
・絶望スクール 池袋ｳｴｽﾄｹﾞｰﾄﾊﾟｰｸ 15 石田　衣良
・緋色のマドンナ 陶芸家・神山清子物語
・ケミストリー　　　　　　　　　 ウェイク・ワン
・頂上捜査 安東　能明
・俳句を愛するならば 稲畑　汀子
・楽園の真下 荻原　　浩
・アンジュと頭獅王 吉田　修一
・旅の作法、人生の極意 山本　一力
・育てて、紡ぐ。暮らしの根っこ 小川　　糸
・トリガー　上・下 真山　　仁
・ノワールをまとう女 神護かずみ
・命あれば 瀬戸内寂聴
・某 川上　弘美
・Ｉの悲劇 米澤　穂信
・落日 湊　かなえ
・定価のない本 門井　慶喜
・鉄の楽園 楡　　周平
・名残の花 澤田　瞳子

そ
の
他

・山と数の神秘 山本　一吉
・医者が教える食事術２　２０万人を診てわかった
　医学的に正しい食べ方７０　　　　　牧田　善二
・スマホに振り回される子スマホを使いこなす子
　ネット社会の子育て　　　　　　　　五十嵐悠紀
・国境を越えたスクラム	 ラグビー日本代表になっ
　た外国人選手たち　　　　　　　　　山川　　徹
・きぼうしゅうらく　移住女子の里山ぐらし
・英単語の語源図鑑　続　辞書より面白くて役に立つ
・越後の名匠石川雲蝶　足跡と作品を訪ねて
・緊急防災ハンドブック　地震・水害・火災から守る
・明智光秀と織田信長　歴史捜査 明智憲三郎
・親って大変！私たちの子育て手帖
・農で輝く！ホームレスや引きこもりが人生を取り
　戻す奇跡の農園　　　　　　　　　　小島希世子
・希林さんといっしょに。 是枝　裕和
・上越・信越国境山脈。 星野　秀樹
・米のおやつともち　日本調理科学会／企画・編集
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救急医療のかかり方
①電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。重症

（意識がないなど）の場合は、119番で救急車を
呼んでください。
　・南魚沼市民病院……………… ☎ 788-1222
　・魚沼基幹病院………………… ☎ 777-3200
　・齋藤記念病院（脳神経外科救急） ☎ 773-5111
　※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
　・電話での指示に従って受診してください。
　・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医

療機関を案内する場合があります。
　・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診

察の順番が前後し、待ち時間が長くなる場合
があります。

　・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではあり
ません。できるだけ通常の診療時間内に受診
してください。

新潟県『救急医療電話相談』
☎ 025-284-7119 （＃7119でも可）
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、お
う吐、下痢など）にご利用ください。

新潟県『小児救急医療電話相談』
☎ 025-288-2525 （＃8000でも可）
　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなっ
たとき（発熱、けがなど）にご利用ください。
時19：00〜翌朝8：00（毎日）

献 血 に ご 協 力 く だ さ い
～ 1 2 月 の 献 血 日 程 ～

問保健課（献血担当）　☎773-6811

日にち 会場 受付時間

１日㈰ イオン六日町店
※献眼登録を同時実施

10：00～11：45 
13：00～15：30 

３日㈫ 市役所本庁舎 10：00～11：45 
13：00～15：30 

※すべて全血400ml献血。
　日程・会場は、 変更する
　場合があります
　令和２年１月はお休みです
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